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山
陽
教
区
内
に
は
、
教
区
教
化
委
員
会
の
他
に
、
教
区
が
助
成
し
て
い
る
各

種
団
体
が
あ
り
ま
す
。

坊
守
会
、
山
陽
教
区
真
宗
同
朋
の
会
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
山
推
協
）
、
仏

教
青
年
会
、
児
童
教
化
連
盟
、
大
谷
保
育
協
会
、
教
化
研
究
会
、
教
誨
師
会
、

保
護
司
会
、
准
堂
衆
会
、
山
陽
教
区
同
朋
の
集
い
、
コ
ー
ル
サ
ン
ガ
で
す
。
第

四
号
に
お
い
て
は
、
こ
の
、
各
種
団
体
の
目
的
、
活
動
内
容
、
実
績
等
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
前
回
掲
載
で
き
て
い
な
か
っ
た
「
解
放
運
動
推
進
協
議
会
」
、
「
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
の
紹
介
も
、
こ
の
号
に
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
二
つ
の
会
は
教
区
教
化
委
員
会
と
連
携
し
つ
つ
独
自
の
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

真
宗
大
谷
派
山
陽
教
区
教
化
委
員
会

広
報
・
情
報
発
信
部
門
広
報
誌

も
ん
じ
っ
ぽ
う

聞
十
方

教
区
全
体
に
声
が
届
き
ま
す
よ
う
に
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「
各
種
団
体
紹
介
」

教
区
教
化
テ
ー
マ

「

創
造
と
回
復

ー

温
も
り
の
あ
る
お
寺
を
と
も
に
！

ー

」

山
陽
教
区
坊
守
会
は
、
山
陽
教
区
内
寺
院
の
坊
守
や
寺
院
女
性
を
会
員
と
し
て
、
真
宗

寺
院
の
本
来
性
を
知
り
、
同
朋
生
活
の
具
現
の
た
め
に
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
出
遇
う

研
修
を
重
ね
る
任
意
の
教
化
団
体
で
す
。

各
組
の
坊
守
会
長
等
か
ら
、
三
年
の
任
期
で
教
区
坊
守
会
長
一
名
、
副
会
長
、
会
計
、

書
記
、
監
査
そ
れ
ぞ
れ
二
名
、
通
信
委
員
一
名
の
計
十
名
を
選
出
し
た
常
任
委
員
会
が
運

営
を
担
い
、
当
番
の
組
が
順
番
に
開
催
の
協
力
を
し
ま
す
。

総
会
で
決
め
た
年
間
予
定
は
報
恩
講
、
修
正
会
な
ど
の
行
事
、
声
明
作
法
・
仏
華
・
仏

教
学
・
真
宗
学
・
宗
門
法
規
な
ど
七
回
の
基
礎
講
座
、
年
に
五
回
の
坊
守
問
題
を
考
え
る

会
、
年
一
回
の
一
泊
研
修
な
ど
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
と
会
員
相
互
の
研
鑽
・
親
睦

の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
長
浜
・
京
都
・
大
阪
・
四
国
・
山
陽
の
五
教
区
か
ら
な
る
近
畿
連
区
坊
守
会
で
は

事
業
と
し
て
一
泊
研
修
が
あ
り
、
今
年
度
は
五
年
に
一
度
の
当
番
教
区
と
し
て
約
二
百
名

を
姫
路
に
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
坊
守
会
連
盟
で
は
今
年
結
成
六
十
周
年
を
迎
え
、
四
月
に

は
真
宗
本
廟
に
て
、
六
十
周
年
記
念
坊
守
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
教
区
か
ら
七
名
が
参
加

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
各
寺
と
、
組
、
教
区
、
連
区
、
全
国
と
、
大
き
く
つ
な
が
る
坊
守
会
で
す

が
、
な
に
よ
り
お
念
仏
の
み
教
え
と
深
く
つ
な
が
っ
て
活
動
で
き
れ
ば
…
と
願
い
ま
す
。

「
山
陽
教
区
坊
守
会
」

会
長

後
藤

由
美
子

前列左から

八木 良子（会計）

木村 惠子（副会長）

後藤 由美子（会長）

廣住 美津子（副会長）

岸本 幸代（会計）

後列左から

藤本 志貴子（通信員）

波来谷 眞理子（書記）

久保 久美子（書記）

蒲生 玲子（会計監査）

南枝 尚美（会計監査）

2019年1月坊守会報恩講のようす



- 2 -

山
陽
教
区
真
宗
同
朋
の
会
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
山
推
協
）
は
、
教
区
内
十
五
の
各
組

に
組
推
協
を
結
成
し
、
各
組
の
会
長
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
（
会
員
約
一
八
〇
〇

名
）年

二
回
、
各
組
の
会
長
が
集
い
、
総
会
を
開
催
し
、
組
の
活
動
を
連
絡
協
議
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
会
長
は
松
本
一
之
（
四
組
・
勝
瑞
寺
門
徒
）
、
副
会
長
は
田
口
大
一
（
備
後

組
・
最
善
寺
門
徒
）
で
す
。

主
な
行
事
は
、
年
一
回
教
区
内
を
巡
回
し
て
の
一
泊
研
修
会
（
昨
年
度
は
第
四
十
五
回

近
畿
連
区
と
第
三
十
八
回
山
推
協
一
泊
研
修
を
兼
ね
て
の
行
事
と
な
り
、
美
作
組
、
備
後

組
、
備
中
組
の
担
当
で
鷲
羽
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
実
施
、
宿
泊
者
は
一
六
三
名
。
今

年
度
は
神
戸
組
、
第
五
組
、
第
六
組
の
担
当
で
舞
子
ビ
ラ
に
て
実
施
予
定
、
各
組
五
名
の

参
加
募
集
）
。

機
関
紙
『
山
推
協
』
を
年
一
回
発
行
し
、

全
会
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

近
畿
連
区
推
進
員
連
絡
協
議
会(

長
浜
、

京
都
、
大
阪
、
山
陽
、
四
国
の
五
教
区)

年
一
回
一
泊
研
修
会
。
今
年
度
は
大
阪

で
実
施
予
定
、
山
陽
教
区
は
二
十
名
参
加

割
当
。

全
国
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
全
推
協
）

年
一
回
二
泊
三
日
研
修
会
。

今
年
度
は
四
国
に
て
実
施
予
定
、
山
陽

教
区
は
五
名
参
加
割
当
。
機
関
紙
『
羅
網
』

年
三
回
発
行
、
全
会
員
に
配
布
。

「
山
陽
教
区
真
宗
同
朋
の
会
推
進
員
連
絡
協
議
会
」

会
長

松
本
一
之

2018年5月31日第45回 近畿連区同朋の会推進研修会 鷲羽ハイランドホテル

松本 一之（会長）
田口 大一（副会長）

山
陽
教
区
仏
教
青
年
会(

仏
青)

は
、
若
手
寺

族
や
有
縁
の
方
々
が
真
宗
の
教
え
を
と
お
し
て

集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
思
い
、
悩
み
等
々

を
互
い
に
聞
き
、
語
り
合
い
な
が
ら
共
に
学
ん

で
い
く
場
と
し
て
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
昭
和
二
十
九
年
の
十
二
月
に
本
山
へ
奉
仕

上
山
し
た
こ
と
を
機
縁
に
会
が
結
成
さ
れ
、
今

日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
応
じ
た
表
現
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
の
会
員
は
二
十
五
名
で
、
主
な
活
動
と

し
て
、
例
会

(

二
カ
月
に
一

回
程
度

現

在
は
輪
読
会

・
座
談)

、
公

開
講
座
、
他

教
区
と
の
交

流
研
修
会
を

行
い
、
仏
青

報
恩
講
・
阪

神
淡
路
大
震
災
追
弔
会
・
東
日
本
大
震
災
追
弔
会
を
勤

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
た
し
か
め
つ
つ
、
仏
青
と
い
う

若
さ
と
柔
軟
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
こ
れ
か
ら

も
互
い
に
聞
き
合
い
学
び
合
う
場
を
開
き
続
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
と
一
緒
に
話
し
、
聞
き
、
考
え

て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
時
間
・
場
を
共
に
作
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
、
な
い
方
も

是
非
一
度
例
会
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
山
陽
教
区
仏
教
青
年
会
」

委
員
長

藤
谷

真

2019年1月16日阪神淡路大震災追弔会の様子 神戸組玉龍寺

上岸 佑介（広報）
藤原 成道（会計）
松岡 彰（災害基金会計）
中杉 寛法（会計監査）
山科 立人（編集）

左から
木村 慎（副委員長）
天川 岳洋（副委員長）
北風 智史（事務局）
藤谷 真（委員長）
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児
童
教
化
連
盟
で
は

公
開
講
座
「
真
宗
の
子

育
て
」
と
「
一
人
か
ら

始
め
る
日
曜
学
校
」
、

青
少
幼
年
部
と
の
共
催

「
こ
ど
も
花
ま
つ
り
」

を
中
心
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

ま
ず
「
真
宗
の
子
育

て
」
で
は
、
子
ど
も
に

関
す
る
様
々
な
問
題
を

ご
講
師
の
話
を
き
っ
か

け
に
、
私
た
ち
大
人
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
そ
う
と
の

願
い
の
も
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
問
題
を
子
ど
も
と
大
人
が
共
有

し
、
共
に
学
ん
で
い
く
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
児
連

会
員
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
子
ど
も
と
の
出
会
い
の
場
作
り
の
一
環
と
し

て
、
教
区
の
皆
さ
ん
へ
「
一
人
か
ら
始
め
る
日
曜
学
校
」

の
推
進
と
「
こ
ど
も
花

ま
つ
り
」
へ
の
参
加
の

呼
び
か
け
を
し
て
い
ま

す
。児

童
へ
の
教
化
活
動

が
、
宗
祖
の
教
え
や
寺

院
の
在
り
方
を
見
つ
め

直
す
こ
と
と
、
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
児
童
教
化
連
盟

の
役
割
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

左から 木村 慎 （副委員長）
小谷 真樹 （委員長）
上岸 祐介 （会計）
山科 立人 （副委員長）

「
教
区
児
童
教
化
連
盟
」

委
員
長

小
谷

真
樹

2019年2月22日 講題「自分を好きになれない子どもたち」講師 佐賀枝 夏文 師

2018年こども花まつりのようす

「
と
も
に
育
ち
あ
う
」
を
目
指
し
て

～

大
谷
保
育
協
会
山
陽
支
部

山
陽
教
区
で
は
大
谷
派
の
寺
院
を
中
心
と
し
て
運
営
さ
れ

る
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
が
加
盟
す
る
公
益

社
団
法
人
大
谷
保
育
協
会
の
山
陽
支
部
が
真
宗
保
育
理
念

の
下
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
谷
保
育
協
会
は
、
「
本
願
に

生
き
、
と
も
に
育
ち
あ
う
保
育
」
を
真
宗
保
育
理
念
と
し

て
「
子
ど
も
達
の
最
善
の
利
益
」
を
探
求
し
な
が
ら
真
宗

保
育
の
実
践
と
研
鑽
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

山
陽
支
部
に
お
い
て
は
、
現
在
十
三
園
の
加
盟
園
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
山
陽
支
部
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
役

員
会
・
総
会
を
経
て
、
加
盟
園
交
流
や
保
育
心
理
士
養
成

講
座
等
の
職
員
研
修
会
の
開
催
、
兵
庫
県
の
本
願
寺
派
加

盟
園
と
の
東
西
真
宗

保
育
研
修
会
実
施
等

を
行
い
、
日
々
真
宗

保

育
の
実
践
に
向

け
、
子
ど
も
や
保
護

者
・
地
域
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
そ
の
資

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
心
理
士
養
成
講
座
は
大
谷
保
育
協
会
の
主

催
す
る
資
格
認
定
研
修
で
、
保
育
・
教
育
の
現
場

で
子
ど
も
達
ひ
と
り
一
人
に
寄
り
添
え
る
専
門
家

を
育
て
る
こ
と
を
願
い
と
し
た
研
修
会
で
、
現
在
、

山
陽
支
部
内
で
は
行
政
の
認
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
研
修
も
兼
ね
て
、
保
育
心
理
士
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
・
教
育
を
通
じ
て
真
宗
を
実
践
し
て
い
く

大
切
な
機
縁
と
し
て
受
け
止
め
、
今
後
も
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

2019年3月9日「保育心理士講座」のようす

「
大
谷
保
育
協
会
山
陽
支
部
」
支
部
長

三
須

誠
左から 藤原 成道 （主務）

都築 祐二 （理事）
中杉 寛法 （副支部長）
高谷 千賀子（副支部長）
三須 誠 （支部長）
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教
化
研
究
会
の
歴
史
は
古
く
、

現
在
会
員
は
六
十
名
い
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
、
同
朋
会
運
動

が
始
ま
る
と
、
同
朋
の
会
を
始

め
よ
う
に
も
講
師
が
い
な
い
、

と
い
う
声
が
で
て
、
四
十
年
ご

ろ
「
教
区
布
教
団
」
が
結
成
さ

れ
、
講
師
の
斡
旋
や
派
遣
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和

六
十
年
、
教
化
研
究
会
と
い
う

名
前
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
発
展
的
解
消
を
期
し
て
、
新
た
に
「
山
陽
教
区
教
化
研

究
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
今
は
別
院
の
毎
月
の
定
例

法
話
の
講
師
を
推
薦
派
遣
、
ま
た
船
場
別
院
で
の
楽
市
の
時

の
法
話
は
若
手
の
メ
ン
バ
ー
が
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
年
二
回
の
研
修
会
、

教
区
内
と
教
区
外
と
交
互
に

一
泊
研
修
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
昨
年
は
沖
縄
の
宗
教
事

情
の
現
地
学
習
を
行
い
ま
し

た
が
、
本
土
と
大
い
に
異
な

る
宗
教
環
境
に
認
識
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

研
修
は
教
化
の
現
場
で
出

く
わ
す
色
々
な
現
実
的
問
題

を
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
確
か

め
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
、
池
田
勇
諦
先
生
に
、
も
う
三
十

年
近
く
お
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
の
現
地
研
修
は
九
月
に
「
北
海
道
と
東
本
願
寺
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
明
治
の
初
め
に
現
如
上
人
を
中
心
と
し
て

開
拓
さ
れ
た
中
山
峠
、
本
願
寺
道
路
と
言
わ
れ
る
国
道
な
ど

の
視
察
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
山
陽
教
区
教
化
研
究
会
」

会
長

藤
間

祐
淳

2018年沖縄別院訪問

2019年2月8日 池田勇諦師公開講座 講題「仏法の正しい聞き方」

左から
近藤 昌丸（会計）
池田 賢勇
藤間 祐淳（会長）
木村 洋司（副会長）
日野 雅範（常任委員）
本谷 正倫（副会長）
井渕 良昭（常任委員）
波來谷 傑（常任委員）
藤原 成道（常任委員）
飯貝 仁 （常任委員）
藤井 晃 （常任委員）
武田 典久（常任委員）

教
区
教
誨
師
篤
志
面
接
委
員
会
に
は
現
在
十

一
名
の
教
誨
師
と
二
名
の
篤
志
面
接
委
員
が
い

ま
す
。
教
誨
師
は
ご
存
知
の
通
り
刑
務
所
や
拘

置
所
な
ど
の
矯
正
施
設
に
通
っ
て
受
刑
者
の
人

た
ち
に
向
か
い
合
い
、
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
す
。
篤
志
面
接
委
員
は
同
じ

く
矯
正
施
設
に
通
い
、
絵
画
と
か
書
道
、
歌
や

詩
吟
な
ど
趣
味
性
の
強
い
も
の
の
指
導
を
し
ま

す
。年

間
の
会
と
し
て
の
活
動
は
、
最
近
で
は
教
区
保
護

司
会
と
合
同
で
、
公
開
の
研
修
会
、
そ
し
て
教
区
内
に

十
七
あ
る
、
刑
務
所
、
少
年
院
、
拘
置
所
な
ど
の
矯
正

施
設
の
参
観
を
一
般
の
住
職
寺
族
、
ご
門
徒
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
、
施
設
参
観
を
公
開

で
教
区
内
の
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
行
っ
て
い
る
願
い

は
、
親
鸞
聖
人
の
門
徒
た
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
矯
正
施

設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
受
刑
者
が
い
る
こ
と
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て

い
つ
で
も
教
誨
師
や
篤
志
面
接
委
員
と
し
て
矯
正
施
設

に
通
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
事
で
す
。
た
だ
特
殊
な
場
所
で
す
か
ら
自
由
に

出
入
り
は
で
き
ず
、
許
可
を
得
た
も
の
だ
け
が
通
え
る
、

と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
先
輩
の
教
誨
師
は
「
み

ん
な
刑
務
所
の
塀
の
上
を
あ
る
い
て
い
る
の
で
す
、
あ

な
た
方
は
た
ま
た
ま
足
を
踏
み
は
ず
し
て
中
に
落
ち
て

い
る
だ
け
で
、
私
も
い
つ
落
ち
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で

す
。
」
と
話
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
人
間
は

時
代
的
社
会
的
動
物
だ
と
感
じ
ず
に
お
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
全
国
に
は
約
一
六
〇
〇
人
の
教
誨
師
が
、
仏
教

系
、
神
道
系
、
キ
リ
ス
ト
教
系
か
ら
出
て
い
ま
す
。
ま

た
大
谷
派
に
は
約
一
九
〇
名
の
教
誨
師
が
い
ま
す
。

「
山
陽
教
区
教
誨
師

篤
志
面
接
委
員
会
」
会
長

藤
間

祐
淳

藤間 祐淳（会長）
藤本 潤 （副会長）
本多 正尚

（幹事兼会計）

2019年1月7日「教区教誨師篤志面接委員会施設参観」参加者 岡山刑務所前
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二
〇
一
五
年

全
国
保
護
司

会
結
成
に
あ
た
り
、
山
陽
教
区

内
の
寺
院
所
属
保
護
司
で
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
会
員
十
九

名
。保

護
司
と
は
地
域
推
薦
で
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
非

常
勤
の
一
般
職
国
家
公
務
員
で

す
。
し
か
し
職
務
遂
行
に
必
要

な
費
用
以
外
は
支
給
さ
れ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

職
務
は
保
護
観
察
処
分
、
ま
た
は
執
行
猶
予

も
し
く
は
仮
出
所
さ
れ
た
方
の
更
生
の
手
助
け

を
し
ま
す
。
真
宗
の
保
護
司
と
い
う
範
疇
で
の

任
命
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宗
祖
の
教
え
を
い

た
だ
き
な
が
ら
「
共
に
」
悩
み
苦
し
み
、
「
平

座
で
」
向
き
合
う
べ
く
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま

す
。
教
区
教
誨
師
会
と
合
同
事
業
を
し
て
お
り

ま
す
。

年

一

回

の

研

修

会

、

施

設

参

観

。

ま

た

全

国

研

修

会

等

に

参

加

し

て

お

り

ま

す
。

2018年7月10日 教区教誨師会・保護司会合同公開講演会
講師は佐賀枝 夏文 師（大谷大学名誉教授）
講題「近代大谷派の社会的実践の歩み」

「
山
陽
教
区
保
護
司
会
」

会
長

稲
田

昭

稲田 昭 （会長）

湯朝 岳明（副会長）
五百井 正浩（副会長）
藤原 千秋（幹事）
日野 雅範
（事務局 本山委員）

第２回真宗大谷派保護司会全国研修会

私
た
ち
山
陽
教
区
准
堂
衆
会
は
、
大
谷
派
声
明
儀
式
作
法
の
研
究
修
練
を
通
し
て
同
朋

社
会
の
実
現
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九
九
四
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
以
来
、
年
数

回
の
研
修
会
・
講
習
会
を
開
催
し
、
日
々
研
鑽
に
勤
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
正
会
員
が
二
十
五
名
、
准
会
員
が
四
名
の
合
計
二
十
九
名
で
す
。

年
間
活
動
と
し
て
主
に
本
山
御
正
忌
、
春
の
法
要
へ
の
外
陣
加
勢
、
姫
路
・
広
島
別
院

へ
の
報
恩
講
、
彼
岸
会
、
永
代
経
へ
の
出
仕
加
勢
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
得
度
前

研
修
へ
の
講
師
派
遣
や
長
島
愛
生
園
の
追
弔
会

に
出
仕
も
行
っ
て
い
ま
す
。

二
月
十
六
日
の
阪
神
淡
路
大
震
災
二
十
五
回

忌
法
要
に
も
出
仕
加
勢
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
は
来
た
る
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
、
宗
祖

誕
生
八
五
〇
年
に
向
け
て
益
々
の
研
鑽
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
寺
院
に
お
け
る
法
要
に
つ
い
て
も

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前列左から 山科 尚 （最高顧問）
木村 浄 （会長）
廣瀬 立慶 （顧問）

後列左から 本谷 廣 （副会長）
寺川 大乗 (会計)
大塚 俊慶 （事務局）
髙橋 仁誓 （副会長）

「
山
陽
教
区
准
堂
衆
会
」

会
長

木
村

浄

2019年 1月 24日 講題「声明の歴史について」 講師 藤原 忍 師
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山
陽
教
区
同
朋
の
集
い

毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
一
時
半
か
ら
（
八

月
は
休
み
、
五
月
は
親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会

に
参
加
）
船
場
御
坊
の
境
内
地
に
あ
る
山
陽

教
区
同
朋
会
館
で
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
記
録
で
は
二
〇
一
〇
年
九
月
か
ら

二
〇
一
五
年
八
月
ま
で
は
「
正
信
偈
」
、
九
月

か
ら
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
「
四
十
八
願
」
、

四
月
か
ら
「
御
文
五
帖
目
」
を
学
習
し
て

い
ま
す
。

講
師
は
教
区
内
の
若
手
僧
侶
で
す
。
現

在
登
録
の
メ
ン
バ
ー
は
四
十
六
名
で
第
一

組
～
第
七
組
、
赤
穂
、
神
戸
組
か
ら
と
遠

く
か
ら
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会

の
メ
ン
バ
ー
は
十
二
月
に
は
研
修
室
と
会

議
室
の
お
内
仏
の
お
磨
き
を
し
た
り
、
讃

仰
講
演
会
の
当
日
、
資
料
の
袋
詰
め
や
受

付
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
姫
路
船

場
別
院
本
徳
寺
の
定
例
法
話
会
（
毎
月
十

二
日
の
先
門
首
御
命
日
逮
夜
、
毎
月
二
十

七
日
宗
祖
御
命
日
逮
夜
い
ず
れ
も
午
後
一

時
か
ら
）
に
参
加
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

会
費
が
毎
回
五
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
山
陽
教
区
同
朋
の
集
い
」
世
話
人

松
本

一
之

「山陽教区同朋の集い定例学習会」のようす

2018年度の講師は下記の通り
※教区内の若手僧侶が交代で

お話しをしております。

木村 慎 （四組・興宗寺）

海津 隆明 （五組・浄徳寺）

後藤 功 （赤穂組・西教寺）

小谷 真樹 （三組・法専坊）

藤間 哲祐 （備後組・明正寺）

西堀 秀行 （神戸組・教泉寺）

上岸 祐介 （四組・光專寺）

松浦 至 （一組・了源寺）

仏
教
讃
歌
を
ご
縁
に
し
て
、
老
若
男
女
・
寺
族

門
徒
の
方
ど
な
た
で
も
歌
の
好
き
な
方
が
集
ま

り
、
仏
教
讃
歌
だ
け
で
な
く
季
節
の
歌
な
ど
色
々

な
歌
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
歌
う
こ
と
は
健
康
に

も
よ
く
、
仏
様
の
言
葉
に
も
ふ
れ
、
声
を
合
わ
す

楽
し
さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
現
在
会
員
は
四
十
七

名
で
す
。

当
初
は
、
四
組
同
朋
大
会
に
て
坊
守
有
志
で
仏

教
讃
歌
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
七
年
宗

祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
法

要
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
に
門
徒
の
方
々
も
一

緒
に
結
成
し
、
は
や
十
二
年
と
な
り
ま
す
。

そ
の
間
に
山
陽
教
区
御
遠
忌
音
楽
法
要
も
勤
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で
し
た
。
少
年
刑

務
所
盆
会
、
赤
穂
別
院
の
行
事
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
全
国
交
流
大
会
な
ど
歌
わ
せ
て
頂
き
い
つ
も
感
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
二
月
十
六
日

に
は
阪
神
淡
路
大
震
災
二
十
五
回
忌
法
要
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
四
組
同
朋

大
会
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
讃

仰
講
演
会
、
本
徳
寺
報
恩

講
等
々
参
加
の
機
会
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

毎
月
第
二
水
曜
日
十
三

時
三
十
分
よ
り
、
山
陽
教

区
同
朋
会
館
講
堂
に
て
楽

し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
仏
教
讃
歌

を
ご
縁
に
御
同
朋
と
共
に

歌
う
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る

会
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
来

て
下
さ
い
。

左から 渓口 直子（歌唱指導）

清水 嘉子（伴奏） 日野 恵理子

東岡 みゆき 北風 加奈子

「
コ
ー
ル
サ
ン
ガ
」

代
表

渓
口

直
子

２０１９年２月撮影

毎月第２水曜日の練習風景
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教
区
解
放
運
動
推
進
協
議
会
は
、
山
陽

教
区
十
五
組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
解
放
担
当
と

し
て
選
出
さ
れ
た
人
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

教
区
教
化
委
員
会
に
属
さ
ず
部
落
差
別

を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
を

課
題
と
す
る
機
関
で
す
が
、
教
区
教
化
委

員
会
に
社
会
問
題
部
門
が
立
ち
上
が
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
当
会
は
部
落
差
別
に
特
化

し
て
課
題
共
有
で
き
れ
ば
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

二
〇
一
七
年
に
は
、
大
谷
派
に
お
け
る
解

放
運
動
の
先
駆
者
で
あ
る
武
内
了
温
師

（
第
二
組
）
の
五
十
回
忌
法
要
を
厳
修
し

ま
し
た
。
ま
た
、
部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
よ
り
提

起
の
あ
っ
た
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
の
「
是
栴
陀
羅
」

問
題
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
た
課
題
と
し
て
組
単
位

で
も
「
是
栴
陀
羅
」
に
関
す
る
学
習
会
が
も
た
れ
て

い
ま
す
。

公
開
講
座
・
現
地
学
習
会
を
行
い
、
部
落
差
別
の

課

題

に

取

り

組

む

こ

と

は

真

宗

を

学

ぶ

こ
と
（
信
仰
）

で

あ

る

と

、

一

人

ひ

と

り

が

関

わ

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

今

後

も

取

り

組

ん
で

い

き

た

い

と

思
い

ま

す

。

2019年3月7日「美作騒擾に関する学習会」
講師 上杉 聰 師（関西大学 講師）

「
教
区
解
放
運
動
推
進
協
議
会
」
会
長

松
岡

彰

左から
松下 洋一 （副会長）
松岡 彰 （会長）
北風 加奈子（常任委員）
東岡 みゆき（常任委員）
長坂 壽一 （副会長）
内藤 雅文 （常任委員）

2018年6月6日皮革工場見学 たつの市

男
女
共
同
参
画
委
員
会
は
、
山
陽
教
区

で
は
二
〇
〇
四
年
度
に
準
備
委
員
会
が
発

足
し
、
正
式
に
は
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

以
来
、
任
期
三
年
で
女
性
五
名
、
男
性

五
名
の
合
計
一
〇
名
で
、
性
別
、
道
俗
を

問
わ
ず
課
題
を
共
有
し
、
と
も
に
同
朋
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
部

員
そ
れ
ぞ
れ
を
尊
重
し
共
生
を
意
識
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
委
員
自
ら
が
男
女
共

同
参
画
と
は
？
と
い
う
こ
と
を
発
表
し
て

い
く
委
員
学
習
会
や
、
そ
の
学
習
を
積
み

重
ね
て
か
ら
の
本
山
女
性
室
な
ど
か
ら
講

師
に
ご
出
講
い
た
だ
い
て
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
」
委
員
長

勝
間

靖

2017年度の研修会のようす

勝間 靖 （委員長）

邨上 淳子（副委員長）

日野 直裕

松本 英司

日野 惠理子

藤本 志貴子

玉光 勝子

大西 郁子

佐々木 尚文

河野 教明
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広
報
部
か
ら
の
お
し
ら
せ

教
区
寺
院
紹
介
名
簿

の

み
か
た

教
区
内
の
方
が
寺
院

を
捜
し
た
り
、
研
修
会

の
会
場
を
訪
ね
た
り
す

る
際
、
わ
か
り
や
す
く

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
寺
院
紹
介
の
項
目

を
設
け
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問

題
に
関
し
て
は
、
掲
載

許
諾
寺
院
の
み
の
掲
載

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

貫
単
位
コ
ピ
ー
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、

名
簿
ペ
ー
ジ
の
み
、
マ

ウ
ス
の
右
ク
リ
ッ
ク
操

作
を
無
効
に
す
る
よ
う

に
設
定
を
変
更
し
ま
し

た
。

←
ま
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
メ

ニ
ュ
ー
バ
ー
の
「
０
５
寺

院
紹
介
」
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。
す
る
と
、

「
真
宗
大
谷
派
山
陽
教

区
寺
院
紹
介
」
の
ペ
ー

ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

↑

そ
の
ペ
ー
ジ
の
緑
が
背
景

の
オ
レ
ン
ジ
の
文
字
で
「
別
院
」

「
○
組
」
な
ど
と
書
か
れ
た
箇
所

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
、
組
や
、
別
院
の
箇

所
に
ジ
ャ
ン
プ
し
ま
す
。

←

先
頭
の
行

に
戻
り
た
い
時

は
、
画
面
右
側

の
「
Ｐ
Ａ
Ｇ
Ｅ

Ｔ
Ｏ
Ｐ

」
か
、

←
「<

」
を
ク
リ

ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

そ
こ
で
、
そ
の
組
や
別
院
の
「
寺

院
名
」
、「
郵
便
番
号
」
、「
住
所
」
、

「
電
話
番
号
」
、「
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
」
、

「
地
図
」
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
図
は
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
利

用
し
て
お
り
ま
す
。
ス
マ
ホ
の
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
Ｏ
Ｎ
に
し
て
お
か
れ

る
と
、
現
在
地
か
ら
目
的
地
ま
で

の
移
動
経
路
、
移
動
時
間
等
が
表

示
さ
れ
、
目
的
地
ま
で
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
と

て
も
便
利
で
す
。

Ｆ

Ａ

Ｘ

や

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

つ

い

て

は

、

掲

載

希

望

寺

院

の

み

リ

ン

ク

を

貼

っ

て

あ

り
ま
す
。

現

在

の

所

、

ま

だ

、

掲

載

寺

院

は
少
な
い
で
す
が
、
お
申
し
出
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
の
み
な
ら
ず
、
現
在
未
掲

載
の
寺
院
も
お
申
し
出
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、

お
申
し
出
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

編
集
後
記

プ
ロ
野
球
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ

で
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
セ
・
リ

ー
グ
を
三
連
覇
し
た
広
島
カ
ー
プ

が
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
転
売
し
て
利

益
を
得
る
人
た
ち
へ
講
じ
た
対
策

が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し

た
。初

の
試
み
で
配
布
さ
れ
た
抽
選

券
に
は
五
万
人
を
超
え
る
人
が
殺

到
。
私
も
そ
の
中
に
い
ま
し
た
が
、

球
場
の
入
り
口
か
ら
コ
ン
コ
ー
ス

を
一
周
す
る
だ
け
で
三
時
間
。
そ

れ
で
も
当
選
は
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

熱
烈
応
援
と
言
え
ば
、
誰
も
が

思
い
浮
か
べ
る
球
団
が
あ
り
ま

す
。
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
関
西

で
は
、
シ
ー
ズ
ン
が
は
じ
ま
っ
て

阪
神
が
勝
つ
と
マ
ジ
ッ
ク
を
掲
げ

る
商
店
街
が
あ
る
と
か
…
。

昭
和
、
平
成
、
そ
し
て
、
令
和

と
野
球
熱
は
続
く
の
で
し
ょ
う
。

「
寝
て
も
覚
め
て
も
阪
神
」
「
三

度
の
メ
シ
よ
り
カ
ー
プ
」
。

お
寺
の
聴
聞
に
五
万
人
の
列
が

で
き
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
と
聞
法
と
を
同
列
に
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
が
、
教
え
を
求

め
る
熱
も
盛
り
上
が
っ
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
が
列
に
並
ん
で
い
た

時
に
私
の
中
に
浮
か
ん
で
い
ま
し

た
。


